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第27回タンデム加速器及びその周辺技術の研究会 2014年7月4日（金）～5日（土） 京都大学宇治キャンパス 木質ホール

３．今後の構築計画

イオン源や真空ポンプ等を入手し、本小型加速器の構築作業を行う。また、次年度に導入を予定し
ている絶縁ガスシステムの設計検討を行う。

教職員及び学生の加速器科学全般への理解を深めることを目的として、KEK等の加速器施設の見学、
KEK教職員による出前授業を行う。

前年度の検討結果を踏まえて絶縁ガスシステムを導入し、ビーム加速試験を実施可能な状態に
まで整備を進める。また、教育環境の整備として実習テキストなどの作成を進める。

KEK等の加速器施設の見学と出前授業は継続する。

過去2年間の成果を踏まえて、PIXE等のビーム利用実験を開始する。

KEK等の加速器施設の見学と出前授業は継続する。

1960年 設立
1963年 武蔵工大炉（TRIGA-Ⅱ型研究用原子炉）運転開始
1976年 全国大学の共同利用研究施設として利用開始

・脳腫瘍等の治療研究（BNCT）
・放射化分析による物質、環境中の微量元素の分析など

1989年 原子炉の運転を停止
2003年 廃炉を決定（現在、廃止措置中）

・実際の原子炉の制御卓を用いた原子炉シミュレータの開発など
特色ある人材育成活動を継続

２．加速器の移設

2013年８月21日 搬出＠群馬県桐生市 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 2013年8月22日 搬入＠神奈川県川崎市

平成26年度加速器科学総合支援事業「大学等連携支援事業」（高エネルギー加速器研究機構）
［東京都市大学における加速器人材育成のための小型加速器の構築］（2014/3/26 採択通知）

１．東京都市大学・原子力研究所の経緯

廃止措置中の「武蔵工大炉」に併設されている点を生かして、原子炉の構造材等の材料評価など廃止措置に資する
研究に活用する。下記の通り３年間の計画で、PIXE法による分析が可能となる様に整備を進める予定である。


